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日本三大清流に数えられる長良川は、本州の大河で唯一本流に

ダムと堰のない川と言われ、山・川・海の連続した生物圏の上に豊

かな水文化が育まれてきた。 

アユをはじめ海と川を回遊する生き物、汽水域で生活する生き

物は長良川の大切な恵みであり、川の生物圏の連続性、持続可能

性の指標だが、河口堰はその営みを分断した。2015 年、長良川

の天然アユは岐阜市で準絶滅危惧種に指定（後に削除）、「清流長

良川の鮎」が世界農業遺産に認定された。 

本書は、生物多様性の喪失が地球の限界を超えている時代に、

川の生物圏を再生し、社会や経済の基盤として復権させ、川と人

の関係を結びなおす可能性を探る。 
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【帯文（推薦文）】 

かつて、川には、人々の生活が息づいていた。夏の水辺は、

水遊びの子供達でいっぱいだった。私達は、この国の自然に

生かされ、文化を育み、時を繋いで来たのではなかったか。 

山口 保（木彫工房メリーゴーランド） 

いつのまにか川は、ただの水路となり、山は無価値なものと

して、打ち捨てられてしまった。いずれ「バチ(罰)が当たる」

と、祖母の言葉を思い出した。 

山口一郎（サカナクション） 
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